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白鶴は清酒の副産物の新たな用途を発見！ 

牛にも地球環境にも優しい飼料「サケ炭（すみ）」へアップサイクル 
 

 

白鶴酒造株式会社は、これまで清酒製造での使用後は堆肥として利用されていた活性炭（※1 以後、処

理後活性炭）を、新たに、牛にも地球環境にも優しい飼料「サケ炭（すみ）」としてアップサイクルします。 

当社は、兵庫県内の飼料会社や畜産農家の協力のもと実証実験や研究を重ねた結果、処理後活性炭には、

子牛の重大疾病である下痢を低減し、牛の糞由来の悪臭を低減する効果があることが分かりました。 

「サケ炭（すみ）」は当社から飼料会社に販売し、12 月から畜産用の配合飼料として発売します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■開発経緯 

炭はこれまでも畜産用の飼料として活用されていますが、当社は処理後活性炭には清酒由来の様々な栄養が

含まれていることや、活性炭の体内の不要物の吸着効果に着目し、資源の有効活用を目的として取り組みを

進めていました。兵庫県内の飼料会社や畜産農家の協力のもと実証実験や研究を重ねた結果、処理後活性炭

の牛への給餌に様々な効果があることを見出し、兵庫県内の飼料会社と協力して飼料化に成功しました。 

 

■実証実験で明らかになった処理後活性炭の効果・特長 

①糞由来の悪臭を約 9割低減する効果がある 

②子牛の重大疾病である下痢を低減する 

③清酒由来の粗タンパク質（牛の栄養源）を約 20％含有する 

 

■期待できること 

現状、主に堆肥として利用されていた処理後活性炭の用途が広がり、資源のアップサイクルにつながります。

また、「サケ炭」は、6 割以上の畜産農家を悩ませている子牛の重大疾病である下痢を低減することから、

牛の健康的な成長に寄与し畜産農家の経営課題の解決にもつながることが期待されます。「サケ炭」は、一

般的な活性炭に比べ安価なため、畜産農家の持続的な使用が可能です。糞由来の悪臭の低減は、周辺の生活

環境の保全（公害の防止）につながります。過去の研究（※2）から活性炭の給餌により牛のメタン（温室

効果ガス）生成を低減することも期待されます。 
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■今後について 

今後も限りある資源の有効活用に取り組みます。サケ炭については、兵庫県内の研究機関と協力して効能の

研究を継続し、その有用性を広めていきたいと考えています。 

 

■白鶴の CSR 活動 

環境への関心が高まり、企業の社会的な責任として「つくる責任 つかう責任」に、より積極的に取り組む

ことが求められています。自然や農産物の恩恵を受けて江戸時代から酒造りを続けてきた当社は、これまで

も、水の保全、CO2 排出量の削減、3R(リデュース、リユース、リサイクル)、農業事業などを進めてきまし

たが、今後も、持続可能な社会の実現のため自然環境と調和した事業を目指します。 

▼詳細はこちら https://www.hakutsuru.co.jp/corporate/csr/index.html 

 

 

 

※1 活性炭 

活性炭とは、ヤシ殻や木材などの炭素物質を原料として高温で処理された微細孔を持つ炭素です。特定の物

質を吸着除去する働きがあり、臭気や色素、不純物などの除去に使用されます。高度浄水処理をはじめとす

る水質改善や大気の環境浄化などにも使用されています。清酒製造においては、食品添加物規格の 2倍厳し

い醸造用資材規格適合品の活性炭がろ過処理法の一つとして使用されています。 

 

 

※2 活性炭の給餌による牛のルーメン由来のメタン低減効果 

①牛の飼料重量の 0.6%に炭を混合することで、メタン生成が 22%低下した。 

Leng, R. A., Preston, T. R., & Inthapanya, S. (2012). Biochar reduces enteric methane and improves 

growth and feed conversion in local “Yellow” cattle fed cassava root chips and fresh cassava 

foliage. Livestock Research for Rural Development, 24(11), 1-7. 

 

 

②人工的にルーメンを再現した環境では飼料の 0.5%に炭を混合することで、栄養成分の消化率の向上に加え、

メタン生成が 34%減少した。 

Saleem, A. M., Ribeiro Jr, G. O., Yang, W. Z., Ran, T., Beauchemin, K. A., McGeough, E. J., ... & 

McAllister, T. A. (2018). Effect of engineered biocarbon on rumen fermentation, microbial protein 

synthesis, and methane production in an artificial rumen (RUSITEC) fed a high forage diet. Journal 

of animal science, 96(8), 3121-3130. 

 

 

 

 

【サケ炭を配合した飼料に関するお問い合わせ先】 

株式会社 近藤榮一商店 

〒669-3402 兵庫県丹波市春日町新才 115 

TEL：0795-74-2063 

ホームページ：https://kes-japan.com/ 

 

 

 

【一般のお客様のお問い合わせ先】 

白鶴酒造株式会社 お客様相談室 

〒658-0041 神戸市東灘区住吉南町 4 丁目 5 番 5号  

TEL：078-856-7190（休祝日を除く月～金 9:00～17:00） 

ホームページ：https://www.hakutsuru.co.jp/customer/ 


